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大地の芸術祭 越後妻有アートトリエンナーレ

▼ 越後妻有地域の里山を舞台に2000年から
　 3年に1度開催する世界最大級の国際芸術祭

▼ アートを通した地域づくり・地域おこしプロジェクト

▼「人間は自然に内包される」を基本理念とし、
　  来訪者は現代アートを道しるべに里山の魅力を体感



十日町市 津南町＆

区分 十日町市 　津南町 越後妻有

2005年(合併時 ) 62,058人 11,719人 73,777人
2025年2月現在 46,919人   8,413人 55,332人

面積    590.4㎢　  170.2㎢  760.6㎢

越後妻有（えちごつまり）地域

越後妻有

合併後
2005.4.1～

合併前
～2005.3.31

＝

東京23区 627.6㎢ 新潟市 726.1㎢



世界有数の豪雪地
人口3万人以上の土地では世界でも有数の積雪エリア

1500年にわたって伝承された里山文化
棚田や瀬替えなど、自然と関わる高い技術。生活の集積としての文化が成熟。

越後妻有を縦断する信濃川
ダムや水力発電所など、地域の主要産業の源。

卓越した土木産業、豪雪対策
スノーシェッドや雪崩防止柵の整備、日々の除雪



日本の棚田ランキング1位の棚田でさえも耕作放棄地に
日本経済新聞　2017年8月26日



あるものを活かし新しい価値をつくる

他者の土地にものをつくる

アートは地域を発見する

人間は自然に内包される

アートを道しるべに里山をめぐる旅

グローバル／ローカル

地域・世代・ジャンルを超えた協働

公共事業のアート化

ユニークな拠点施設

生活芸術

大地の芸術祭 10の思想



《たくさんの失われた窓のために》2006
内海昭子　Photo T. Kuratani

アートは地域を発見する



地域の誇りを取り戻す



《信濃川はかつて現在より25メートル高い位置を
流れていた—天空に浮かぶ信濃川の航跡》

2003、磯辺行久

1999年中里村で 1万5千年前の地層から自然堤防跡が発掘され、古信濃川は現在より 25メートル高い段丘中

位面を流れていたことが確認された。大地創生の痕跡をじかに見る舞台を作ることが作品の意図だった。

人間は自然に内包される



他者の土地にものをつくる

《棚田》2000
イリヤ＆エミリア・カバコフ

Photo Nakamura Osamu



事業構成｜芸術祭に関わる多様な人々

地域
住民 NPO

行政

作家

こへび
隊

・土地の提供や作品制作への参加
・ガイド等ボランティア300名以上

・首都圏やアジア圏を中心に、
　累計5,000名以上がボランティア参加
・作品制作、受付、ガイド、除雪協力

・十日町市
・津南町
・新潟県
・国（文化庁） etc.

・国内外のトップから若手まで
　多様なアーティストが参加

・U／Iターンした若手移住者等
・地元出身者の就業

企業
・事業連携
・広報支援
・オフィシャルサポーター



2008年 NPO法人越後妻有里山協働機構 発足

Photo Nakamura Osamu

大地の芸術祭事業が継続するなかで、日常的に作品の管理や運営、地域とのコーディネートを行う
必要が出てきたことをきっかけに、越後妻有地域で暮らし、活動するNPO法人が設立された。



NPO法人越後妻有里山協働機構

組織
　理事長　 北川フラム
　副理事長 髙島宏平（オイシックス・ラ・大地株式会社代表取締役社長）

渡貫文人（NPO法人市民活動ネットワーク ひとサポ理事長）

　理事 奥野　恵、志賀　孝、金代健次郎、山下真輝、
玉木有紀子、藤野　健、高木千歩

　監事 葉葺利男、茂木愛一郎

　正会員 23名

従業員
　合計 75名（正職員 35名、アルバイト・パート 40名）※2025年8月実績

従事する業務と
正社員の人数



NPO設立の理念と目的

芸術祭で生まれた作品、プロジェクトを通年事業として運営するために2008年に設立。施設の運営・委託管
理だけでなく、ツアーや食、宿泊などの自主事業も幅広く展開している。近年は作品制作や季節ごとのイベ
ント企画立案・運営も担う。芸術祭運営のロールモデルとして、他地域芸術祭の運営、広報なども受託し出
稼ぎすることで、大地の芸術祭本祭以外もNPOとして活動を継続できる仕組みの構築を目指す。

住民がいきいきと暮らすこと

 地域の働く場所が増えること

価値観や境遇の異なる人々が共存できる地域にしていくこと

大地の芸術祭によって地域・世代・
ジャンルを超えたネットワークを育み、
越後妻有の未来に繋げることで、



2003年 まつだい棚田バンク 発足
田んぼなどの民地に芸術祭作品が展開したり、
アーティストの作品制作に地域住民に協力した
りと、芸術祭を行う過程で地域とのネットワー
クが広がった。過疎高齢化する越後妻有では、
農業の担い手不足が深刻な問題となっている。
作品設置されている田んぼの所有者から景観維
持も含め、田んぼを引き継いでもらえないか？
と相談をうけたことにより、地域の田んぼの耕
作も引き受けるようになり、棚田オーナー制度
として現在事業を展開している。



まつだい棚田バンクとは？

都市・農村間の交流を通して越後妻有の棚田を保全する棚田オーナー制度
現在は、NPO法人越後妻有里山協働機構が運営。地元・松代エリアを中心に引き受けた田んぼ（東京
ドーム2個分以上の耕作面積）を管理し、面積・里親数ともに日本一の規模に。2015年よりFC越後妻有
が農業チームに参加。近年は企業オーナーがつき、里親の付いた保全面積が拡大している。

2020年から星峠の耕作面積が拡大、現在38枚の棚田を預かる（2025年）

2022 2023 2024 2025

保全
面積

87,040㎡ 100,700㎡ 100,160㎡ 115,457㎡

収穫量 17,765 kg 18,480 kg 16,950 kg 21,150kg



まつだい棚田バンクの仕組み

田植えイベント 稲刈りイベント

棚田の日常管理は地元農家と事務局で
行い、農繁期の作業や運営資金を里親
がサポートし、皆で棚田を保全する仕
組み。収穫したお米は全体の収量と里
親の保有面積に応じて配当される。田
植え/稲刈りイベントには、延べ
200～300人が集まり、作業を行なって
いる。

草刈りイベント 配当

里親棚田

収穫米の配当

出資・米づくりに参加

まつだい棚田バンク
日常管理



会員数の推移

TBS 「THE TIME,」にて安住アナウンサーの生中継、番組が棚田バンクの企業オーナーに

標準 小口 企業

2016 66 126 8

2017 58 158 9

2018 43 138 10

2019 33 116 14

2020 38 140 8

2021 46 158 10

2022 61 157 12

2023 56 180 15

2024 52 165 30

2025 110 215 60



スマート農業実証実験への参加

諸国良品
純米無濾過原酒　日本酒FC越後妻有によるPR「新米お届けし隊」

新米の実食販売



2014年 雪見御膳プロジェクト 開始



冬のオフィシャルツアーの
ランチとして大人気



里山文化と生活美術を
取り入れた越後妻有の食 



大地のおかずプロジェクト

四季折々の食材を活かした里山の味を、瓶詰めスタイルで全国各地に送り出す
試み。豪雪地帯ゆえの塩蔵、乾燥、瓶詰めなど保存の知恵も生かし、越後妻有
で暮らすお母さんたちが受け継いできた味でつくる里山の「おかず」たち。



冬の試み

24越後妻有 雪花火

冬の豪雪を魅せるプログラム



冬の企画

越後妻有の豪雪を気軽に体験でき、思い切り遊ぶ
ことができる雪上のグラウンドを奴奈川キャンパ
スのグラウンドで展開



企業研修やセミナーの場にも



土地に対して誇りを取り戻す

先人から苦労して耕してきた棚田を
来訪者が美しいと言ってくれる

地域の食材を自分たちで振る舞う


